
府立箕面支援学校における生徒の負傷事故に係る和解について
１　事故の概要
○平成27年６月10日（水）午前10時頃　
　○「自立活動」の授業中、教員Ａが生徒にあぐら座位の動作課題を取り入れ、生徒の左大腿部に負荷をかけたところ、「左大腿骨骨折」
※自立活動とは、障がいによる学習上又は生活上の困難を改善・克服するために必要な知識や技能を養うため、個々の障がいの状態や発達段階等に応じて、「身体の動き」や「コミュニケーション」などの必要な項目を選定し、具体的な内容を設定して指導を行うもの。
○教員Ａは生徒の障がいの状況等を理解していたが、姿勢のバリエーションを増やすことを目的に、独自の判断であぐら座位の動作課題を行った。
２　被害生徒について
○中学部（事故発生当時）
○左股関節脱臼、骨密度が低い
○生活動作は全面介助、医療的ケア（痰の吸引など）が必要
○骨折後、３６日間入院
○骨折部分は完治せず、左下肢の短縮と骨折箇所の痛みが残る。
３　教員について
○４０代、男性
４　和解について
○１，３１５，３４７円　を支払い、和解する。
（金額内訳：入通院慰謝料、交通費、付添看護料、入院雑費、治療費など）
※和解内容は、妥当である旨、府教育庁の顧問弁護士から見解を得ている。
５　知事専決について
○平成27年６月10日に発生後、保護者との協議を重ねて平成28年３月末に同意を得たもの。
府に過失があり、速やかな解決を保護者が強く望んでいることから、平成28年４月27日に知事専決処分を行った。
